
三
次
で
輝
く
人

を
ご
紹
介

輝
く
人

広
島
県
出
身
の
ギ
タ
リ
ス
ト
で
、
テ

レ
ビ
Ｃ
Ｍ
の
楽
曲
を
手
が
け
る
作
曲
家

の
木
村
恵
太
郎
さ
ん（
43
）は
、
音
楽
活

動
を
続
け
な
が
ら
ブ
ド
ウ
農
家
を
目
指

し
、
三
次
市
で
研
修
に
励
ん
で
い
ま
す
。

「
手
を
か
け
る
ほ
ど
味
わ
い
深
く
な
っ

て
い
く
の
は
農
業
も
音
楽
も
同
じ
」。

た
わ
わ
に
実
っ
た
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
」
が
並
ぶ
畑
で
、
休
憩
中
に
ギ

タ
ー
を
奏
で
な
が
ら
話
す
木
村
さ
ん
。

就
農
を
志
し
て
農
業
研
修
生

と
な
る
前
は
東
京
を
拠
点
に

10
年
間
、
テ
レ
ビ
番
組
へ
の

楽
曲
提
供
や
Ｃ
Ｍ
の
楽
曲
に

ギ
タ
ー
演
奏
で
携
わ
る
な
ど

音
楽
活
動
を
続
け
、
妻
の
智

子
さ
ん
が
ボ
ー
カ
ル
・
作
詞

を
担
当
し
、
全
国
の
ラ
イ
ブ

イ
ベ
ン
ト
で
各
地
を
回
っ
て

い
ま
し
た
。
農
村
地
域
の
音

楽
ラ
イ
ブ
に
も
呼
ば
れ
演
奏

す
る
中
、「
農
家
さ
ん
と
の

交
流
や
味
わ
っ
た
農
産
物
の

味
」
に
惹
か
れ
た
こ
と
や

「
自
然
豊
か
な
場
所
で
子
育

て
と
音
楽
、
農
業
が
し
た

い
」
と
一
念
発
起
し
、
広
島

へ
の
移
住
を
決
め
ま
し
た
。
三
次
市
で

新
規
就
農
希
望
者
を
育
成
す
る
Ｊ
Ａ
ひ

ろ
し
ま
出
資
型
農
業
法
人
の
㈱
Ｊ
Ａ
ア

グ
リ
三
次
の
農
業
研
修
生
に
応
募
。
ブ

ド
ウ
農
家
を
志
し
、
２
年
目
の
今
年

は
、
同
社
に
あ
る
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
」
や
同
社
が
提
携
す
る
ブ
ド
ウ

先
進
農
家
で
研
修
中
。
３
月
に
全
課
程

を
修
了
し
、
独
立
す
る
予
定
で
す
。

農
業
×
音
楽

ぶ
ど
う
栽
培
と
音
楽
で
独
自
の
ス
タ
イ
ル
追
求

木
村 

恵
太
郎
さ
ん
（
43
歳
）

▲�「シャインマスカット」収穫作業の休憩中、ギターで�
リフレッシュする木村さん（2023. ９月撮影）

三次トピックス地域の情報をお届け！

　
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
三
次
地
域
本
部
と
子

会
社
の
㈱
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
三
次
は
、農
福

連
携
の
一
環
と
し
て
福
祉
施
設
利
用
者

を
受
け
入
れ
て
の
農
業
体
験
を
企
画
し

ま
し
た
。11
月
８
日
～
９
日
に
か
け
て

三
次
市
に
あ
る
障
害
者
支
援
施
設
と
も

え
学
園
の
利
用
者
を
招
き
、サ
ツ
マ
イ

モ
や
白
ね
ぎ
の
収
穫
体
験
を
行
な
い
ま

し
た
。参
加
し
た
24
人
の
利
用
者
や
施

設
職
員
ら
は
Ｊ
Ａ
職
員
と
一
緒
に
収
穫

作
業
を
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
利
用
者
か
ら
は「
施
設
で
は
体
験
で

き
な
い
こ
と
が
体
験
で
き
た
」と
笑
顔

で
話
し
ま
し
た
。大
田
営
農
経
済
部
長

は「
Ｊ
Ａ
と
し
て
も
、地
域
に
密
着
し

た
取
り
組
み
と
し
て
大
変
貴
重
な
経
験

に
な
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。
今
後
も

「
農
」と「
食
」を
通
じ
た「
体
験
型
」農

業
の
実
践
を
通
じ
て
、農
業
振
興
を
図

り
三
次
産
農
産
物
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

▲利用者に白ねぎ収穫作業の�
ポイントを伝える大田部長

利
用
者
へ
収
穫
の
喜
び
を
伝
え
る

Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
三
次
地
域
本
部

三
次
産
丹
波
黒
大
豆「
み
よ
し
の
黒
ダ
イ
ヤ
」出
荷
順
調

　
12
月
５
日
、
大
豆
乾
燥
調
製
施
設
で

「
み
よ
し
の
黒
ダ
イ
ヤ
」
の
愛
称
で
販

売
さ
れ
て
い
る
三
次
産
丹
波
黒
大
豆
の

出
荷
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
施
設
で

は
黒
大
豆
を
乾
燥
、
選
粒
、
袋
詰
め

し
、
市
場
や
三
次
市
内
の
ス
ー
パ
ー
な

ど
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。
三
次
産
丹
波

黒
大
豆
は
三
次
盆
地
特
有
の
昼
夜
の
寒

暖
差
に
育
ま
れ
、
粒
ぞ
ろ
い
も
良
く
、

肉
厚
で
お
節
料
理
の
黒
大
豆
の
煮
豆
に

ピ
ッ
タ
リ
。
根
強
い
人
気
が
あ
る
Ｊ
Ａ

の
特
産
品
の
一
つ
。
上
田
拓
哉
営
農
指

導
員
は
「
今
年
は
、
例
年
ど
お
り
の
品

質
で
粒
ぞ
ろ
い
の
良
い
黒
豆
が
出
荷
で

き
て
い
る
」
と
今
年
の
状
況
を
話
し
ま

し
た
。

▲�丹波黒大豆の選粒作業
をする作業員

三次地域本部
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三次トピックス 地域の情報をお届け！

女性部三次地区本部青河支部は12月20日、三次市
の青河コミュニティーセンターで５年目となる年末
恒例の門松づくりを行ないました。参加した10人の
メンバーは自宅用の門松と青河コミュニティーセン
ターなどに飾る門松を作るため、一工程ずつ協力し
合いながら作業を進めました。作業中はメンバー同
士会話を楽しみながら交流し親睦も深めました。門
松に使った竹や松といった材料は地元にあるものを
使用し、全てメイドイン三次にこだわりました。参
加したメンバーは「毎年年末の恒例行事として楽し
みにしている」と話しました。

利
用
者
へ
お
正
月
プ
レ
ゼ
ン
ト

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
よ
り
心
を
こ
め
て
」

　

12
月
20
日
、
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
ふ
れ

あ
い
助
け
あ
い
組
織
「
た
ん
ぽ
ぽ
の

会
」の
メ
ン
バ
ー
が
、三
次
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー「
や
す
ら
ぎ
館
」
を
訪

れ
、
利
用
者
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

付
の「
手
づ
く
り
小
物
入
れ
と
ハ
ン

ド
ル
タ
オ
ル
」
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手

渡
し
な
が
ら
交
流
し
ま
し
た
。
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
た
小
物
入
れ
２
３
０
個
は

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」
全
18
支
部
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
手
作
り
。
利
用
者
か
ら

は「
今
年
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
大

切
に
使
い
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま

し
た
。
作
成
さ
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、

「
や
す
ら
ぎ
館
」
利
用
者
を
は
じ
め
、

ヘ
ル
パ
ー
等
を
通
じ
て
Ｊ
Ａ
の
居
宅

介
護
利
用
者
へ
も
配
ら
れ
ま
し
た
。

　
女
性
部
三
次
地
区
本
部
は（
一
社
）家

の
光
協
会
が
発
行
す
る「
家
の
光
」の

記
事
活
用
と
し
て
日
々
の
支
部
活
動

な
ど
で
実
践
す
る
こ
と
で
、資
質
向
上

や
部
員
間
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
お
せ
ち
料
理
教
室
も
食
の
伝
承
や

地
元
食
材
を
使
用
す
る
な
ど
食
の
大

切
さ
を
学
ぶ
機
会
と
な
っ
て
お
り
、今

年
は
19
支
部
あ
る
24
カ
所
の
会
場
で

開
催
し
ま
し
た
。家
の
光
2
0
2
3
年

12
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る「
エ
ビ
と

ユ
ズ
の
マ
リ
ネ
」や「
サ
ト
イ
モ
と
ヨ
モ

ギ
麩
の
含
め
煮
」な
ど
の
レ
シ
ピ
か
ら

５
品
を
料
理
し
ま
し
た
。

　
11
月
29
日
に
は
布
野
支
店
で
布
野

支
部
メ
ン
バ
ー
８
人
が
参
加
し
、５
品

を
調
理
し
ま
し
た
。

　
同
支
部
の
角
谷
栄
美
部
長
は「
お
節

料
理
を
実
際
に
料
理
し
な
が
ら
、メ
ン

バ
ー
同
士
楽
し
く
交
流
で
き
た
」と
笑

顔
で
話
し
ま
し
た
。

▲�利用者と交流する
　「たんぽぽの会」メンバー

 ▲門松を作る部員の皆さん

種
い
も
の
植
え
付
け
、栽
培
管
理
に
つ
い
て

①
圃
場
選
定

　
排
水
が
良
く
、
日
当
た

り
の
良
い
場
所
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

　

ば
れ
い
し
ょ
、
ナ
ス
、

ピ
ー
マ
ン
、
ト
マ
ト
な
ど

の
ナ
ス
科
同
士
の
連
作
は

避
け
ま
し
ょ
う
。

②
圃
場
づ
く
り

　
土
づ
く
り
肥
料
を
施
用

し
、
耕
う
ん
し
ま
し
ょ
う
。

③
品
種

　
春
植
え
の
主
な
品
種
の
特
徴
は
次
の
と
お

り
で
す
。

④
種
い
も
の
準
備

　
１
片
が
30
ｇ
程
度
に
な
る
よ
う
に
切
り
分

け
ま
す
。

　
種
い
も
を
切
る
際
は
頂
芽
を
含
む
よ
う
に

縦
切
り
し
ま
す
。（
い
も
の
先
端
に
芽
が
集

中
し
て
い
る
方
が
頂
芽
）

　
切
り
分
け
た
種
い
も
は
２
～
３
日
程
度
陰

干
し
て
、
切
り
口
を
乾
か
し
ま
し
ょ
う
。

　
⑤
植
え
付
け
前
の
病
害
虫
対
策

　
病
害
で
は
そ
う
か
病
、
害
虫
で
は
ケ
ラ
、

ネ
キ
リ
ム
シ
類
の
対
策
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

⑥
植
え
付
け
・
施
肥

　
出
芽
時
に
降
霜
の

お
そ
れ
が
な
い
３
月

下
旬
か
ら
植
え
付
け

を
開
始
し
、
４
月
上

旬
に
は
植
え
つ
け
を

完
了
し
ま
し
ょ
う
。

　
畝
幅
70
㎝
前
後
の

畝
を
作
り
、
株
間
30

㎝
で
切
り
口
を
下
に

し
て
８
～
９
㎝
の
深

さ
に
植
え
付
け
ま
す
。

基
肥
は
種
い
も
と
種

い
も
の
間
に
施
肥
し

ま
す
。

⑦
芽
か
き
と
追
肥
、
土
寄
せ

　
芽
が
出
て
き
た
ら
大
き
め
の
芽
を
１
～
２

本
残
し
て
、
他
の
芽
は
か
き
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
追
肥
と
土
寄
せ
は
同
時
に
行
な
い
ま
す
。

　
１
回
目
は
芽
か
き
後
に
、
２
回
目
は
開
花

前
に
追
肥
を
施
用
後
に
土
寄
せ
を
行
な
い
ま

す
。

　
土
寄
せ
が
足
り
な
い
と
、
生
育
中
の
い
も

に
直
接
日
光
が
当
た
っ
て
緑
化
し
て
し
ま
い

ま
す
。
ま
た
、
い
も
を
大
き
く
す
る
た
め
に

も
十
分
に
土
寄
せ
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

⑧
病
害
対
策

　
開
花
期
以
降
に
な
る
と
疫
病
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

　
開
花
初
期
に
ダ
コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０(

５

０
０
～
１
０
０
０
倍
、
収
穫
７
日
前
ま
で
、

５
回
以
内
な
ど)

で
予
防
的
防
除
を
行
な
い

ま
し
ょ
う
。

　
疫
病
の
発
生
が
見
ら
れ
る
場
合
は
、
ア
ミ

ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル(

３
０
０
０
～
４
０

０
０
倍
、
収
穫
７
日
前
ま
で
、
３
回
以
内)

な
ど
、
浸
透
移
行
性
が
あ
る
殺
菌
剤
で
防
除

を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

部
員
間
で
交
流
深
め
る

Ｊ
Ａ
家
の
光
お
せ
ち
料
理
教
室

収穫したサツマイモでスイーツづくり
ＪＡひろしま女性部三次地区本部フレッシュミズ部会

メイドイン三次で手づくり門松　
青河支部

女性部三次地区
本部フレッシュミ
ズ部会は12月１日、
生活センターで部
員間の交流を目的
に、農業体験で自
分らが収穫したサ
ツマイモを使った
スイーツづくりを
行ない、10人が参
加しました。10月
に部員らで収穫したシルクスイートを20本使用し、
家庭でも作りやすいスイートポテトと大学イモを料
理しました。参加した部員らやその家族は、会話を
楽しみながら一工程ずつ丁寧に調理を進めました。
調理が終わった後には完成したスイーツを味わい、
部員間で意見交換を行ないました。参加した児童は

「料理も楽しくできた」など、大満足でした。同部
会の松岡ゆかり会長は「部員間の交流や食育として
子ども達が食と農に触れる機会になった」と笑顔で
話しました。

▲�交流しながら楽しく
　料理を進める参加した皆さん

▲�完成したお節料理を眺める�
参加した部員と生活担当者

【土づくり肥料の施肥例】
肥料名 施用量／ａ 備　　考

完熟堆肥 150ｋｇ 植え付けの１カ月前
までに施用

【施肥例】
肥料名 施用量／ａ 備　考

基肥 やさい化成
１号 12㎏ 植え付け時に施用

追肥 やさい化成
２号

３ｋｇ 芽かき後に施用
３ｋｇ 開花前に施用

【種いもの切り方の一例】

もとの方の芽は
伸びが遅い

先端に近い芽が優勢で
早く伸びる

薬 剤 名 フロンサイド粉剤 オラクル粉剤
適用病害名 そうか病

粉状そうか病 粉状そうか病
使 用 方 法 全面土壌混和 全面土壌混和
使 用 時 期 植付前 植付前
使  用  量 ３～４㎏／１ａ ２ｋｇ／１ａ
使 用 回 数 １回 １回

【そうか病対策の薬剤の例】� ※どちらかを使用

薬 剤 名 ダイアジノン粒剤５
適用害虫名 ケラ、ネキリムシ類
使 用 方 法 全面土壌混和又は作条土壌混和
使 用 時 期 植付前
使  用  量 400～600ｇ／１ａ
使 用 回 数 １回

【ネキリムシ類対策の薬剤の例】�

◎�三次地域本部管内で
　生産されている中長ナスを
　みなさまも栽培してみませんか。

〈栽培メリット〉
・初期投資が少なく栽培が始められます。
・�栽培時間が他の作物に比べ、短時間で
行なえます。
・�幅広い出荷規格があり無駄なく出荷が
できます。

〈栽培のポイント〉
・�ナスは水分を多く必要とするため、い
つでも潅水ができるように、整備しま
しょう。
・�肥欲な作物なので、肥料が切れないよ
うに追肥を徹底しましょう。

ＪＡひろしま 三次地域本部 営農販売課
（℡66-3855）

中長ナス生産者の募集

お問い合せ先

ば
れ
い
し
ょ
の
栽
培
管
理

品種 早晩生 形状 肉色 特　　徴

男　爵 早生
球～

扁
へんぺい

平球
白

貯蔵性が良い。初期
生育と早期肥大性に
優れる。粉質でほく
ほくとした食感。

キタ
アカリ 早生 扁

へんぺい
平球 黄

１株あたりの収穫量
が多い。粉質でほく
ほくとした食感。甘み
が強い。

メー
クイン 中生 長楕

だ
円
えん

黄
収穫時期は男爵より
やや遅い。粘質のた
め煮くずれしにくい。

営農情報
三次地域本部三次地域本部
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お知らせ

３月のお知らせ
カレンダー

３月23日（土） 
ふれあい活動
（訪問日）

ご希望の方は、JAひろしま広報紙
のこちらの封筒内チラシをご覧い
ただき、ご返送ください。

※放送内容（予定）は変更になる場合もあります。

㈱三次ケーブルビジョンコミュニティチャンネル

農業情報番組ガイド
放送時間　7：00～7：15・12：00～12：15・19：40～19：55

111ch

放送日 内　　容 担当者

3月4日（月）～ 3月10日（日） 産直出荷販売情報［産直荷姿と産直出荷要望品目の紹介］ 長谷川

3月18日（月）～ 3月24日（日） 2024年水稲栽培こよみ・水稲の育苗管理について 沖

農業情報
番組の
ご案内

三次地域本部

堆肥を販売しています☆
ＪＡひろしま三次地域本部では堆肥の販売を行なっています。
配達日等はご注文時に調整できますので、ぜひご注文いただきます 
ようよろしくお願いいたします。

　２ｔ配達	 13,200円（税込）
　１ｔ配達	 7,700円（税込）
　軽トラ引取（350kg）	 2,200円（税込）

注文先　ＪＡひろしま三次地域本部 営農販売課 TEL66－3854

※聴力測定は補聴器の選択、フィッティング調整の為に行ないます。

お問い合せは、各支店または、購買課へご連絡ください。 購買課 TEL66－3856
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